
ようこそ象潟へ
～諸曁市・アナコーテス市から訪問団～

九十九島の美景を守りましょう

夏バテを防いで夏を乗り切ろう！

みんなの夏休みをウオッチング

町のわだい、みんなのひろば

保健、募集、広域情報ほか

慶弔、当番医、こよみ
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木　内　愛　香　　　　　　島　

佐々木　蓮　花　　　　下 荒 屋

梶　原　成　登　　　　中 橋 町

齋　藤　有衣斗　　　　横　　 岡

田　村　美野里　　　　駅　　 前

須　藤　駿　太　　　　大 砂 川

菅　原　海　璃　　　　大 須 郷
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６月１６日～７月１５日届け出分

平成１６年６月末現在

●広報に掲載してほしくない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

齋　藤　永　志　（石　名　坂）

北　　　千　春　（石　川　県）

村　上　　絢　　（　　関　　）

阿　部　麻美子　（仁 賀 保 町）

木　内　　康　　（武道島２区）

菅　原　美　里　（本　荘　市）

大　竹　　誠　　（大　内　町）

茂　木　美佐子　（　　島　　）

新　一

正　子

一　彦

治　香

和　晃

英　代

　貢

綾　子

利　彦

真由美

和　人

ゆかり

洋　一

美恵子

〔

〔

〔

〔

れ　　　な

まな　　　か

なる　　　と

ゆ　い　と

み　の　り

しゅん　　た

かい　　　り

齋　藤　貞　一　（８４歳）小 　 滝

原　田　　清　　（７２歳）立石１区

武　藤　　孝　　（８３歳）立石１区

阿　部　テ　ル　（８２歳）西中野沢

加　藤　勇治郎　（７９歳）小砂川２区

田　中　義　治　（７３歳）大 砂 川

佐　藤　喜　一　（６１歳）武道島１区

越　川　イ　ヨ　（７５歳）浜　　 畑

土　田　喜右エ門　（８０歳）長　　 岡

池　田　輝　雄　（７３歳）砂　　 山

須　藤　一　郎　（６２歳）大 須 郷

　１日・池田医院（☎４３―３１０６）
　８日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 １５日・加藤医院（☎３５―２５４３）
 ２２日・木村医院（☎４３―３３０８）
 ２９日・池田医院（☎４３―３１０６）
診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０９０　（＋　２）〈－　１３〉
人　口　１２，９７７人（　　０）〈－１２７〉
　男　　　６，２２４人（＋　２）〈－　６５〉
　女　　　６，７５３人（－　２）〈－　６２〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　２２人（１５９）    出生…　９人（４８）
転出…　２２人（２４４）    死亡…　９人（　７１）
※（ ）は１月からの累計
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・ビン収集日（指定袋）

・町廃棄物処理場休業日（～１６日）

・象潟・小砂川海水浴場海開き

・ビン収集日（指定袋）

・県民スポーツ大会「バウンドテニス
　競技」（町民体育館　９時～）

・通勤途中のクリーンアップデー

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・通勤途中のクリーンアップデー

・カン収集日（ボックス）

・人権相談（公民館　１０時～）

・カン収集日（ボックス）

・ベビースイミング体験教室
　（Ｂ＆Ｇ　１２時３０分～）

・歩こう歩こう　渚コース
　（町民体育館前　９時４５分～）

・象潟町成人式（町公民館　１３時５０分～）

・日本海花火フェスティバル ｉｎ 象潟
　（象潟海水浴場　１９時～）

・鳥海山ガイドトレッキング（～２５日）

・燃えるごみ収集休み

・参議院議員選挙投票日

・第１７回秋田トライアスロン
　芭蕉レース象潟大会

・第８回きさかた「港」海の幸
　まつり（象潟漁港　１０時３０分～）

・諏訪神社祭典

・金峰神社祭典

・仁賀保地区水防工法競技会
　（仁賀保町　１３時～）

・町民グラウンドゴルフ大会（栗山池公園　正午受付）

・ゆっくり登ろう鳥海山（町民体育館前８時出発）

・短期アクアビクス教室（Ｂ＆Ｇ　１９時～）

・短期アクアビクス教室（Ｂ＆Ｇ　１９時～）

・短期アクアビクス教室（Ｂ＆Ｇ　１９時～）

・短期アクアビクス教室（Ｂ＆Ｇ　１９時～）

・知事と語ろうハーモニーフォーラム（公民館　１４時３０分～）

・全町クリーンアップ作戦

・仁賀保地区消防訓練大会（金浦町　８時３０分～）

・カヌー体験教室
・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・夏休み工場見学会

・女子ナイターソフトボール大会
・花市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・象潟バドミントン大会（町民体育館　８時３０分～）
・第２１回奥の細道象潟全国俳句大会

・朝市（ＪＡ象潟支店前　５時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・海の日

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・鶴泉荘休館日

・ねむの丘休館日

・象潟町長選挙投票日

・３町ウオーキング（金浦小学
　校　１０時～）

・県民体育大会空手道競技会

・象潟町長選挙告示

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

く
　ん

く
　ん

く
　ん

く
　ん

16

８月のこよみ慶弔 人口 世帯
の動き

・

８月の
在宅当番医

「町税は便利で
　　確実な口座振替で」
　給料や年金を入金している口座

から町税を引き落としすると納付

を忘れることもなく大変便利です。

《取り扱い金融機関》

北都銀行象潟支店、秋田銀行象潟

支店、羽後信用金庫象潟支店、秋

田しんせい農協象潟町支店・上郷

支店、郵便局

・町県民税第１期
・自動車税

納期限｝

　８月１５日（日）は、政府および
県主催の「全国戦没者追悼式」
「秋田県戦没者追悼式」が行
われます。当日は職場や家庭
で、正午の時報に合わせ黙祷
をささげましょう。
　町ではこの時間に１分間の
サイレンを鳴らします。

・固定資産税第２期
・国民健康保険税第１期

納期限｝

・町県民税第２期
・国民健康保険税第２期

納期限｝

竒崎

戦没者のご冥福を祈り
　黙祷をささげましょう

８月１日～１０日
夏の交通安全県民総ぐるみ運動
“急がずに　
　マナーとゆとりで　交通安全”

８月１日～３１日
飲酒運転追放県民強調月間
“県民の　力でなくそう
　　　　　　　　飲酒運転”
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７
月
６
日
・
７
日
、
一
昨
年
に

友
好
都
市
提
携
協
定
書
の
調
印
を

行
っ
た
中
国
・
諸
曁
市
か
ら
の
代

表
団
が
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
今

回
本
町
を
訪
れ
た
の
は
、
中
国
共

産
党
諸
曁
市
委
員
副
書
記
の
蔡
　

良
氏
を
団
長
と
す
る
市
関
係
者
ら

１３
名
。

役
場
・
議
会
へ
の
表
敬
訪
問
の

後
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
―
Ｍ
Ｃ
Ｃ
（株）
象
潟
工

場
を
見
学
。
翌
日
は
蚶
満
寺
を
会

場
に
日
中
友
好
協
会
を
表
敬
訪
問

し
、
境
内
を
見
学
し
た
後
、
町
郷

土
資
料
館
で
象
潟
の
文
化
・
歴
史

等
に
触
れ
ま
し
た
。

ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
・
前
市
長
の

ド
イ
ル
・
ギ
ア
氏
と
平
成
１３
年
９

月
か
ら
、
取
材
活
動
の
た
め
に
本

町
に
半
年
間
滞
在
し
て
い
た
ス

コ
ッ
ト
・
ゴ
ー
マ
ン
氏
が
本
町
を

訪
れ
「
旧
友
」
と
の
再
会
を
果
た

し
ま
し
た
。

ド
イ
ル
氏
は
、
本
町
と
同
市
が

交
流
を
始
め
た
当
時
の
市
長
で
、

本
町
へ
の
訪
問
は
３
度
目
。
本
町

か
ら
同
市
へ
の
訪
問
時
に
も
温
か

く
迎
え
入
れ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
の
交
流
も
１０
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
交
流
事

業
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
の
人

生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

は
ず
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と

輪
を
大
き
く
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
私
た
ち
は
み
ん
な
家
族
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
い
つ
ま
で
も
こ

の
関
係
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
氏
は
「
象
潟

町
と
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
は
理
想
的

な
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
世
界

中
で
こ
の
よ
う
な
関
係
を
持
て
れ

ば
、
平
和
な
世
界
を
築
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
子
ど

も
た
ち
に
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
な

存
在
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
で
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

二
人
は
７
月
２１
日
か
ら
２７
日
ま

で
滞
在
し
、
新
し
い
思
い
出
を
つ

く
り
、
本
町
か
ら
多
く
の
町
民
が

ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
を
訪
問
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

７
月
３０
日
か
ら
、
姉
妹
都
市
ア

ナ
コ
ー
テ
ス
市
の
中
学
生
１６
人
と

引
率
者
５
人
の
計
２１
人
が
本
町
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
到
着
し

た
こ
の
日
は
、
ね
む
の
丘
で
縁
日

風
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

れ
、
こ
の
夏
一
番
の
暑
さ
の
中
、

生
徒
た
ち
は
縁
日
の
雰
囲
気
の

パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

本
交
流
事
業
で
、
ア
ナ
コ
ー
テ

ス
市
の
子
ど
も
た
ち
を
本
町
へ
の

受
け
入
れ
る
の
は
５
回
目
。
訪
問

団
は
８
月
９
日
ま
で
の
間
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
本
町
で
開

催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
す
。

氏　　名　ジョナサン・アイザックソン

出 身 地　米国サウス・カロライナ州　

生年月日　１９８１年１０月２９日（２２歳）

将来の夢　記者になりたい

そ の 他　アレルギーでサーモンが食べ

　　　　　られません。

７月は、本町の友好都市関係に

ある中国・諸曁市、米国・アナコ

ーテス市からの訪問が相次ぎまし

た。それぞれに新しい思い出をつ

くり、これまで以上にきずなを深

め、さらなる各市町間同士の発展

が期待されます。

日
米
子
供
交
流
事
業

ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
か
ら

　
　
　
　
２１
人
が
到
着

中
国
・
諸
曁
市
か
ら

訪
問
代
表
団
が
来
町

ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
・
前
市
長
の

ド
イ
ル
・
ギ
ア
氏
と

ス
コ
ッ
ト
・
ゴ
ー
マ
ン
氏
が

「
旧
友
」
と
再
会

町
で
見
か
け
た
ら
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
協
会
員
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
ら
が
持
ち
寄
っ
た
料
理
で
も
て

な
し
ま
し
た

▲

３０日、秋田空港に無事到着。長旅の疲れも
見られなく、元気いっぱいです。

▲象潟町長との再会を果たしたドイル氏
　（右＝写真）とスコット氏（左）

九
十
九
島
太
鼓
メ
ン
バ
ー
ら
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を

▲

役場庁舎を訪れた訪問団一行（先頭が蔡　良氏）

収氾

収氾

さ
い
か
ん

り
ょ
う
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地域活動にも
　　男女共同参画を！
暮らしやすい活力ある地域社会づくり

を進めるために、男性も女性も共同して

諸活動に参画できるような環境づくりが

重要になります。

◆地域での会合や諸活動に男性・女性を

問わず、誰でも参加できるような雰囲

気づくりが大切です。

◆男性も女性も地域活動の企画や方針決

定に関心を持ち、より良い意見を反映

させましょう。

◆男性（女性）だけの家庭や高齢者家庭・

単身者家庭など、さまざまな家庭の形

態があります。地域のみんなで理解し

合い、共に支え合いましょう。

◆地域に残る性別に関わる古いしきたり

や習慣を見直し、一人ひとりの考えを

尊重しましょう。

男性・女性の区別なく、誰もが地域社

会の一員として、積極的に活動に参画す

ることにより、豊かで広がりのある生活

を実感でき、連帯感も育まれてきます。

　　　　　町企画課企画係

　　　　　（☎４３―７５１０）

みんなで考えよう
男女共同参画社会
　　　Ｎｏ．３

特
別
な
理
由
と
は

　
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

り
死
亡
、
障
が
い
者
と
な
っ
た

場
合
。
ま
た
は
、
資
産
に
重
大

な
損
害
を
受
け
た
と
き
。

　
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
等
に
よ

る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
、
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き
。

　
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、

失
業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
と
き
。

　
　
〜
　
に
掲
げ
る
事
由
に
類

し
、
詐
欺
・
横
領
、
交
通
事
故

等
、
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受

け
た
と
き
、
ま
た
は
収
入
が
減

少
し
た
場
合
。

支
払
額
が
高
額
に
な
っ
た
際
も

「
高
額
医
療
貸
付
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
４３
―
７
５
０
０
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医療機関での自己負担分に
　　「減免制度」があります

象潟町国民健康保険一部負担金の徴収猶予および減免

取扱要領により、医療機関にかかったときに支払う自己

負担分が、「特別な理由」があり、支払いが困難な方に、

生活保護法の生活保護基準を目安に減免制度があります。

１
８
０
４
年
（
文
化
元
年
）
の
地
震
で
象
潟
が
隆
起
し
て
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
今
年
で
２
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
震
前
は
、
日
本
屈
指
の
景
勝

地
と
し
て
松
尾
芭
蕉
も
美
景
に
思
い
を
は
せ
、
お
く
の
ほ
そ
道
の
句
行
の

旅
に
出
た
と
い
わ
れ
る
私
た
ち
の
町
・
象
潟
。
陸
地
と
化
し
て
も
、
そ
の

面
影
を
慕
い
、
今
な
お
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
歴
史
的
景
観
を
守
る
と
同
時
に
、
美
し
い
九
十
九
島
を
見
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
島
々
に
放
置
さ
れ
た
農
機
具
や
廃
屋
な
ど
を
、
所
有

者
の
協
力
の
も
と
に
除
去
す
る
た
め
「
九
十
九
島
地
内
不
要
工
作
物
等
除

去
費
用
助
成
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
物
件
の
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

芭
蕉
が
舟
を
浮
か
べ
て
島
々
を

遊
覧
し
た
と
こ
ろ
を
、
観
光
客
に

巡
り
歩
き
、
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
「
蚶
満
寺
」
を
起
点
に
「
ね

む
の
丘
」
ま
で
の
農
道
な
ど
を

ル
ー
ト
と
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は

観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、
誰
で
も
道

に
迷
わ
ず
歩
け
る
よ
う
道
標
を
設

置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
コ
ー
ス
は
『
私
が

歩
い
て
み
た
い
道
』
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
全
国
か
ら
の
投
票
と
著
名

人
に
よ
る
選
考
で
「
遊
歩
百
選
」

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
田
の
中
に
点
在
す
る
九
十
九

島
は
、
私
た
ち
に
は
見
慣
れ
た
風

景
と
し
て
日
常
生
活
の
な
か
に
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
が
、
町
外
か
ら

訪
れ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
奇
観

と
も
い
え
る
景
色
と
な
っ
て
お
り
、

鳥
海
山
を
背
景
に
し
た
美
景
に
感

嘆
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
と
っ
て
九
十
九
島
は
、

観
光
名
所
と
し
て
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、

後
世
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
歴
史
的
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
、

全
国
各
地
か
ら
訪
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

町
で
は
、
こ
の
よ
う
に
か
け
が

え
の
な
い
九
十
九
島
の
景
観
保
全

と
、
観
光
客
を
失
望
さ
せ
な
い
た

め
に
、
景
観
を
損
ね
て
い
る
島
々

に
放
置
さ
れ
た
農
機
具
や
廃
屋
化

し
た
杭
小
屋
な
ど
を
除
去
す
る
目

的
で
、
「
九
十
九
島
地
内
不
要
工

作
物
等
除
去
費
用
助
成
要
綱
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
除
去
に
あ
た
っ

て
は
、
所
有
者
の
賛
同
を
前
提
と

し
、
搬
出
や
廃
棄
処
分
等
を
除
去

す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

【
除
去
の
対
象
と
な
る
工
作
物
等
】

放
置
さ
れ
た
農
機
具
・
廃
車
・

廃
屋
・
廃
屋
化
し
た
杭
小
屋
・
使

用
見
込
み
の
な
い
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

な
ど
。

【
助
成
額
】

町
で
作
成
し
た
除
去
費
用
調
書

に
基
づ
く
費
用
相
当
分
を
基
準
と

し
、
５
万
円
を
限
度
に
次
に
よ
り

助
成
し
ま
す
。

・
３
万
円
以
内
　
３
分
の
１
の
助

　
　
成
金
を
交
付

・
３
万
円
を
超
え
る
　
２
分
の
１

　
　
の
助
成
金
を
交
付

【
交
付
申
請
】

除
去
前
に
、
商
工
観
光
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
の
う
え

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

要
綱
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て

は
、
商
工
観
光
課
観
光
係
（
☎
４３

―
７
５
０
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国民健康保険

「
知
事
と
語
ろ
う

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

男
女
共
同
参
画
地
域
振
興
事
業

「
知
事
と
語
ろ
う

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

男
女
共
同
参
画
地
域
振
興
事
業

７
月
２７
日
、
象
潟
町
公
民
館
を
会
場
に
「
知
事
と
語
ろ

う
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
、
寺
田
典
城
知
事
と
地
域
住

民
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
代
表
の
パ
ネ
リ
ス
ト
５
人
の
う
ち
、
本
町
か

ら
は
、
茂
木
仁
さ
ん
（
冠
石
）
、
齋
藤
み
ど
り
さ
ん
（
小

滝
）
、
横
山
ユ
リ
子
さ
ん
（
潟
見
町
２
区
）
の
３
人
が
参

加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
普
段
感
じ
て
い
る
思
い
や
疑

問
を
述
べ
、
そ
れ
に
知
事
が
答
え
ま
し
た
。

「
職
場
の
中
で
は
女
性
の
立
場
も
認
め
ら
れ
て
き
て
い

る
が
、
家
庭
の
中
は
ま
だ
遅
れ
て
い
る
」
「
個
々
人
の
意

識
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、
約
１

５
０
人
の
傍
聴
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

除
去
費
用
の
一
部
を

助
成
し
、
景
観
保
全

み
ん
な
で
九
十
九
島
の
美
景
を
守
り
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
九
十
九
島
の
美
景
を
守
り
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
九
十
九
島
の
美
景
を
守
り
ま
し
ょ
う

「
不
要
工
作
物
等
除
去
費
用
助
成
要
綱
」
を
制
定

九十九島の景観を楽しみにウオーキング
する人もたくさんいます

松尾芭蕉も魅せられた美景の面影が遺る九十九島

多くの町民の関心を集めた「ハーモニーフォーラム」

のこ
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任期満了に伴う第２０回参議院議員通常選挙が

７月１１日に執行され、秋田選挙区においては、

無所属で元アナウンサーの鈴木陽悦氏（新人）

が、３１０，６５７票を獲得し初当選を果たしました。

本町の投票結果は次のとおりです。

すずき　陽　悦　　　　３，３０２票

今　川　和　信　　　　　３７９票

さいとう滋　宣　　　　３，６７７票

みどりの会議　　　　   ９６．６３６票

自由民主党　　　　２，９７３．３６３票

女性党　　　　　　　１５１．０００票

社会民主党　　　　　４０５．０００票

維新政党・新風　　　　６．０００票

公明党　　　　　　　９４４．０００票

民主党　　　　　　２，２０９．０００票

日本共産党　　　　　３２２．０００票

◆参議院秋田県選出議員選挙（届け出順）

◆参議院比例代表選出議員選挙（届け出順）

夏
の
暑
さ
が
確
か
に
原
因
な
の

で
す
が
、
一
番
の
原
因
は
室
内
外

の
温
度
差
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
冷
房
に
よ
っ
て
内
外
の
温

度
差
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
る
と
、

自
律
神
経
の
働
き
が
鈍
く
な
り
、

夏
バ
テ
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い

ま
す
。

室
内
外
の
温
度
差
は
５
〜
６
℃

程
度
が
好
ま
し
い
よ
う
で
す
。
薄

手
の
長
そ
で
、
靴
下
、
ひ
ざ
掛
け

を
使
っ
て
体
が
冷
え
過
ぎ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

汗
を
か
い
た
後
や
、
の
ど
が
渇

い
た
と
き
は
、
早
め
に
水
分
を
取

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
し

か
し
、
の
ど
の
渇
き
を
潤
す
た
め

に
冷
た
い
も
の
ば
か
り
取
っ
て
し

ま
う
と
、
胃
腸
が
冷
え
て
消
化
能

力
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ス
や
イ
オ
ン
飲
料
な
ど
糖

分
の
入
っ
た
飲
み
物
の
取
り
す
ぎ

も
、
食
欲
低
下
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
温
か
い
飲
み
物
を

少
し
ず
つ
飲
む
の
が
体
に
は
や
さ

し
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
は
脱
水
状
態
に

な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
普
段
よ
り
も
積
極
的
に
水
分

を
補
給
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
運
動
で
汗
を
か
く
こ
と

は
夏
バ
テ
防
止
に
は
有
効
で
す
。

普
段
か
ら
適
度
に
汗
を
か
く
こ
と

に
慣
れ
て
い
る
と
、
急
激
な
暑
さ

へ
の
免
疫
も
つ
き
や
す
く
、
夏
バ

テ
も
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
運
動
を
し
た
後
の
食
生
活
し

だ
い
で
、
か
え
っ
て
夏
バ
テ
に
一

役
買
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。汗

に
は
た
く
さ
ん
の
塩
分
と
と

も
に
、
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
が
体
外
に
流
れ
出
て
し
ま
う

と
血
液
が
濃
縮
し
、
血
行
不
良
と

な
っ
て
筋
肉
に
乳
酸
が
た
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
疲
労

や
だ
る
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。

夏
バ
テ
対
策
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ１

と
タ
ン
パ
ク
質
の
両
方
で
食
事
を

取
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
「
バ

テ
気
味
だ
な
〜
」
と
感
じ
た
ら
、

タ
ン
パ
ク
質
を
豊
富
に
含
ん
で
い

る
ブ
タ
肉
、
疲
労
回
復
を
早
め
る

作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
酢
、

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な

野
菜
や
海
藻
類
を
上
手
に
組
み
合

わ
せ
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

疲
れ
知
ら
ず
の
体
づ
く
り
は
、

毎
日
の
食
生
活
が
基
本
で
す
。

【
夏
に
お
勧
め
の
野
菜
】

ト
マ
ト
…
赤
い
色
素
は
老
化
を
防

止
し
、
生
活
習
慣
病
や
ガ
ン

を
予
防
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
含

有
量
が
野
菜
の
中
で
も
飛
び

抜
け
て
い
ま
す
。

枝
豆
…
栄
養
分
は
大
豆
と
似
て
い

ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
や
カ
ル

シ
ウ
ム
の
ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
Ａ
を
含
む
。
こ
れ
ら
が

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
を
促
す

の
で
、
ビ
ー
ル
を
飲
む
人

に
と
っ
て
ベ
ス
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。

ナ
ス
…
ナ
ス
の
皮
の
色
素
「
ナ
ス

ニ
ン
」
は
抗
酸
化
作
用
が
あ

り
、
動
脈
硬
化
を
予
防
。
た

だ
し
油
を
よ
く
吸
う
の
で
、

調
理
法
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

さ
や
い
ん
げ
ん
…
豊
富
な
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
、
食
物
繊
維
を
含

み
、
高
血
圧
予
防
や
疲
労
回

復
に
効
果
が
あ
る
と
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
…
ベ
ー
タ
カ
ロ
チ
ン
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
Ｃ
を
多
く
含

む
。
肩
こ
り
、
冷
え
性
な
ど

の
更
年
期
障
害
の
改
善
、
美

肌
づ
く
り
に
期
待
大
で
す
。

暑
い
か
ら
夏
バ
テ
す
る
の
？

水
分
補
給
を
す
れ
ば

夏
バ
テ
は
防
げ
る
？

食
事
の
と
り
方
、

　
　
　
ひ
と
工
夫
！

適
度
な
運
動
で
、

夏
バ
テ
は
防
止
で
き
る
の
？

当日有権者数　　　　　　１０，５５８人
投票総数　　　　　　　　　７，４５５票
有効投票数　　　　　　　　７，３５８票
無効投票数　　　　　　　　　９７票
投票率　　　　　　　　　　７０．６１％

当日有権者数　　　　　　１０，５６３人
投票総数　　　　　　　　　７，４５５票
有効投票数　　　　　　　　７，１０７票
無効投票数　　　　　　　　３４８票
投票率　　　　　　　　　　７０．５８％

夏
は
イ
ヌ
だ
っ
て
「
あ
っ
ぢ
ぃ
〜
」
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▲今ではデパートなどでも
　売られているカブトムシ。
　象潟町では、探してみる
　と結構捕まえられますよ。
　おうちの人と探しに行っ
　てみては？

▼夏休みの一番人気はやっぱりプール？
　泳ぐときは時間や体調に気を付けてね

夏
の
間
に
一
度
は
し
た
い
キ
ャ
ン
プ
。

み
ん
な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、

テ
ン
ト
の
中
に
泊
ま
っ
た
り
。
自
然

の
中
で
学
ぶ
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る

は
ず
。
き
っ
と
夏
休
み
の
楽
し
い
思

い
出
に
な
る
よ

蒸
し
暑
い
夜
で
も
み
ん
な
と
花
火
を

す
る
と
、
何
だ
か
涼
し
い
気
分
に
…
。

け
ど
、
あ
ま
り
遅
い
時
間
だ
と
近
所

迷
惑
に
な
る
か
ら
ね
。
必
ず
大
人
と

一
緒
に
し
て
く
だ
さ
い
！

▼

▲
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第
１７
回
秋
田
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
芭
蕉
レ
ー
ス
象
潟
大
会

【
総
合
】

▽
男
子

�
深
浦
　
祐
哉
（
千
葉
県
）

�
菊
池
　
次
郎
（
山
形
県
）

�
吉
村
　
直
人
（
茨
城
県
）

▽
女
子

�
村
上
　
純
子
（
北
海
道
）

�
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
ニ
ー
ダ
ー
バ
ー
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

�
佐
藤
　
浩
巳
（
茨
城
県
）

【
ち
ょ
ぺ
っ
と
】

▽
男
子

�
高
橋
　
健
治
（
岩
手
県
）

�
吉
田
　
久
夫
（
埼
玉
県
）

�
高
橋
　
芳
典
（
秋
田
県
）

▽
女
子

�
畠
中
　
咲
子
（
宮
城
県
）

�
和
賀
　
真
紀
（
岩
手
県
）

�
鈴
木
　
章
子
（
宮
城
県
）

昨
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
、
県
立

仁
賀
保
高
校
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
科
の

生
徒
に
よ
る
「
花
火
大
会
」
の
ポ
ス

タ
ー
展
が
、
道
の
駅
象
潟
「
ね
む
の

丘
」
１
階
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

同
科
は
、
新
教
科
の
「
情
報
」
を

専
門
に
学
ぶ
県
内
で
唯
一
の
学
科
で
、

基
礎
・
基
本
か
ら
専
門
的
な
分
野
ま

で
を
学
習
し
、
Ｉ
Ｔ
産
業
に
お
い
て

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
生
徒
が
授

業
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た
今
年
の
「
花
火
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
象
潟
」
の
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
。
最

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
須
藤
美
香
子
さ
ん
（
１

年
・
立
石
１
区
）
の
作
品
は
、
正
式
な
観
光
協

会
の
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
町
内
外
に
広
く
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
ポ
ス
タ
ー
展
の
開
催
は
、

８
月
２２
日
ま
で
で
す
。

７
月
２４
・
２５
日
、
鳥
海
山
ガ
イ
ド

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
東
北
６
県
を
中
心
に
、
関

東
方
面
な
ど
か
ら
２９
人
。

初
日
は
、
中
島
台
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
を
散
策
。
奇
形
ブ
ナ
林
、

獅
子
ケ
鼻
湿
原
な
ど
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
あ
ふ
れ
る
森
林
浴
を
満
喫
し

ま
し
た
。
２
日
目
は
、
ち
ょ
う
ど
見

ご
ろ
の
チ
ョ
ウ
カ
イ
ア
ザ
ミ
や
コ
バ

イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な

ど
、
鳥
海
山
の
高
山
植
物
が
咲
き
ほ

こ
る
な
か
、
７
合
目
を
目
指
し
ま
し
た
。

２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
最
高
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
日
和
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
来
年

も
ま
た
、
ぜ
ひ
来
た
い
」
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
、
大
好
評
の
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

２９　区

仁部　五郎さん
観音森

亀卦川優志さん
浜　畑

佐々木さち子さん

☆
秋
田
県
知
事
表
彰

　
更
正
援
護
功
労
者

☆
第
３２
回
健
康
づ
く
り
わ
が
家
の
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル

　
優
秀
賞
（
全
国
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
品
）

☆
秋
田
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
長
表
彰

　
団
体
育
成
功
労
者

７
月
１８
日
、
「
第
１７
回
秋
田
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
芭
蕉
レ
ー
ス
象
潟
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
に
は
、
参
議
院
議
員
の
金
田
勝
年
氏
が
激
励
に
訪
れ
、

「
象
潟
の
美
し
い
景
色
の
中
で
力
を
出
し
切
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
全

国
各
地
か
ら
集
っ
た
『
鉄
人
』
は
約
４
０
０
人
。
当
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
は
あ

が
っ
た
も
の
の
、
象
潟
海
水
浴
場
周
辺
の
波
が
高
く
、
ス
イ
ム
は
中
止
に
。
一
般

の
部
は
２
・
８
ｋｍ
の
ラ
ン
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
９
時
１５
分
に
象
潟
海
水
浴

場
を
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち
は
、
中
島
台
や
九
十
九
島
な
ど
本
町
の
観
光
名
所

を
沿
道
か
ら
の
声
援
を
後
押
し
に
力
走
。
熱
い
象
潟
の
夏
を
演
出
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
、
一
般
男
子
の
部
で
、
千
葉
県
か
ら
出
場
し
た
深
浦
祐
哉
選
手
が
初

優
勝
、
一
般
女
子
で
は
、
北
海
道
の
村
上
純
子
選
手
が
７
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
】

▽
中
学
男
子

�
佐
々
木
　
健
（
秋
田
市
）

�
佐
伯
　
　
晃
（
東
京
都
）

�
藤
井
　
　
翼
（
秋
田
市
）

▽
中
学
女
子

�
須
田
　
郁
香
（
象
潟
町
）

�
守
屋
　
沙
織
（
湯
沢
市
）

�
浅
野
　
芙
美
（
仁
賀
保
町
）

▽
小
学
男
子

�
山
上
　
拓
馬
（
東
京
都
）

�
高
橋
　
星
也
（
本
荘
市
）

�
富
樫
　
暢
介
（
象
潟
町
）

▽
小
学
女
子

�
森
　
　
美
升
（
宮
城
県
）

�
山
田
　
未
希
（
青
森
県
）

�
秋
本
の
ぞ
み
（
秋
田
市
）

ス
イ
ム
が
中
止
と
な
り
、
ラ
ン
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
変
更
。

３
回
に
分
け
た
『
ウ
エ
ー
ブ
ス
タ
ー
ト
』
と
な
っ
た

▲

▲沿道の声援が選手の励みに

仁賀保高校生による力作が展示されています

目的地の７合目に到着して一息
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故
郷
を
離
れ
３０
年
余
り
、
当
時
は
蒸
気
機
関
車
も
珍
し
く

な
か
っ
た
時
代
で
し
た
。
今
で
は
、
故
郷
へ
の
感
謝
と
学
生
時

代
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

私
は
父
の
転
勤
で
２
歳
か
ら
９
歳
ま
で
上
郷
で
育
ち
、
そ
れ

は
ま
た
、
私
の
第
２
の
故
郷
で
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
思
え

ば
、
鳥
海
山
を
間
近
に
思
い
っ
き
り
野
山
を
駆
け
巡
っ
た
仲
間

同
士
の
遊
び
の
中
で
き
ず
な
を
深
め
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
、
互
い
の
心
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
で
悲
し
み
や
思
い
や
る

こ
と
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
大
人
た
ち
の
け
じ
め
の

あ
る
し
つ
け
を
ビ
ン
ビ
ン
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
大
切
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
幼
少
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
食
し
て
い
た
四
季
折
々
の
新
鮮

な
食
材
が
故
郷
か
ら
届
く
と
、
故
郷
の
話
題
を
交
え
て
に
ぎ
わ

う
食
卓
で
、
改
め
て
自
然
豊
か
な
山
と
海
の
近
く
で
育
っ
た
こ

と
に
誇
り
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
や
は
り
、
山
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
魅
せ
ら
れ
育
っ
た
私
が
今
、

位
置
す
る
と
こ
ろ
は
東
京
の
奥
多
摩
。
こ
こ
で
年
齢
を
省
み
ず
、

小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
の
開
店
の
準
備
に
追
わ
れ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。
何
の
取
り
え
も
な
い
私
で
す
が
、
癒
し
の
空
間
と

し
て
、
ま
た
老
若
男
女
問
わ
ず
、
個
々
の
特
技
を
生
か
し
た
作

品
を
通
じ
、
人
と
人
と
が
交
流
で
き
る
場
を
提
供
す
る
ぐ
ら
い

は
可
能
か
な
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
故
郷
で
培
わ
れ
た
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
私
の
財
産
で
あ
り
、
今
の
私
の
原
動
力
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

平
成
１３
年
２
月
に
設
立
し
、
毎
週
水
曜
日
の

午
前
中
に
公
民
館
で
、
日
本
語
を
母
国
語
と
し

な
い
人
を
対
象
に
日
本
語
を
指
導
し
て
い
る

「
日
本
語
教
室
」
の
代
表
・
土
門
さ
ん
（
写
真
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
教
室
に
参
加
し
て
い
る
人
は
、
海
外
か
ら

嫁
い
で
来
ら
れ
た
方
で
す
。
家
庭
生
活
の
中
で

必
要
と
思
わ
れ
る
漢
字
・
言
葉
な
ど
を
中
心
に

指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
の
合
間
に
生

活
習
慣
の
こ
と
で
質
問
な
ど
が
あ
れ
ば
答
え
て

い
ま
す
。
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
文
化
・

習
慣
・
考
え
方
を
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
家

族
と
の
生
活
も
円
満
に
行
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
自
身
に
と
っ
て
も
、
異
文

化
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
っ
て
い
ま

す
。現

在
は
、
指
導
者
７
人
で
す
が
、
ア
シ
ス
タ

ン
ト
的
な
人
が
少
し
い
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。
も
し
興
味
を
も
た
れ
た
方
が
お
り
ま
し
た

ら
、
一
度
教
室
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
」

齋藤千恵子さん・５２歳
　
　（東京都福生市在住
　 　＝小砂川１区出身）
　

故
郷
を
想
う

先月号の答え

　お分かりになった方は、ハガキまたは

ファクス（４３―５７０７）で、住所・氏名・

年齢・電話番号を明記の上、できれば

メッセージを添えて、〒０１８―０１９２象潟

町役場広報クイズ係まで。締め切りは８

月２０日（金）の消印まで有効。正解者の中

から抽選で４人の方に記念品をプレゼン

トします。発表は９月号の紙上で。先月

の当選者は次の４人の方です。（敬称略）

高橋保之助（大町）、池田勝子（上新町）、

山田忠子（小滝）、須藤いち（本荘市）

　泳ぐのが大好き！

夏休みは海にいっぱい

行きたいな

　デカレンジャーが

お気に入り。グッズを

いっぱい持ってるよ

　土井　咲奈　
　　（５才・下荒屋）

ち　ゃ　　ん

　松本　康秀　
（４才・立石１区）

ち　ゃ　　ん

さきな

やすひで

げんきッズげんきッズ

　７月１８日、トライアスロン大会の応援に来て

いた元気いっぱいのふたり。

青春まっただなか青春まっただなか

き　 　い

い

なつやす　　　うみ

およ　　　　　　だいす

も

　
武
道
島
１
区

　
　
福
　
川
　
　渉
さ
ん
（
２５
歳
）

　
　
　
―
羽
後
信
用
金
庫

　
　
　
　
　
　
本
荘
支
店
勤
務
―
　

「来シーズンはスノーボードの大会に」

みんなの
　ひろば樹

木
医
に
診
て
貰
い
た
き
花
ざ
く
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
千
　
美

裏
木
戸
を
押
せ
ば
こ
ぼ
れ
る
花
石
榴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
ひ
ろ
し

花
ざ
く
ろ
寺
領
の
隅
の
小
暗
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

茹
で
卵
く
る
り
と
剥
け
て
夏
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
雪
　
子

仁
王
門
重
ね
し
絵
馬
の
梅
雨
じ
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
与
　
志

潮
騒
句
会

梅
雨
の
間
の
夕
日
あ
か
る
き
砂
防
林

鳴
く
松
蝉
の
声
う
ら
哀
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

荒
波
の
し
ぶ
き
耐
え
つ
つ
季
待
ち
て

切
り
岸
に
花
き
そ
ふ
岩
百
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
井
　
藤
　
夫

磯
貝
を
採
り
つ
つ
渡
る
渚
辺
の

澄
み
た
る
潮
に
小
魚
の
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
ス
　
エ

楽
し
み
の
一
つ
諦
め
丁
寧
に

書
道
用
具
を
し
ま
ひ
て
介
護
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
ヶ
嶺
　
好
　
子

ふ
っ
く
ら
と
飯
に
炊
か
れ
し
牡
蠣
の
味

海
の
ミ
ル
ク
の
旨
さ
味
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
ミ
　
キ

短
　
歌
　
会

元気でＥメール
日本語教室
　代表　土門　礼子さん
　指導者　７人
　受講者　７人

＝第５回＝

本
町
に
は
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰アナコーテス市の子
　どもたちの滞在は何
　月何日まで？
㈪九十九島の景観を守
　るために制定された
　要綱は？
㈫ねむの丘で開かれて
　いるポスター展。仁
　賀保高校何科の生徒
　による作品？

㈰８４．１８％
㈪９歳
㈫７演目

ぼ　く
わたしは

ク
イ
ズ

13 12

　〈旧姓＝土門〉

仕事で苦労することは
「雨の日の外回りですね。いつも自転車なんで大変な

んですよ」

性格は
「温厚で優しいと言われますよ。会話の中では『ボケ

役』のようです」

趣味は
「サッカーとスノーボードです。ボードは、シーズン

になれば毎週のようにスキー場に通っています」

これからしてみたいことは
「ボードの大会に出場してみたいです。良い成績も残

せるよう、練習に励みます」

理想の女性のタイプは
「笑顔のまぶしい人がいいですね」

ち　え　こ

ざ
く
ろ

わ
た
る



試
験
区
分
　
一
般
行
政
職

採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
５４
年
４
月
２
日
か
ら

同
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
採
用
さ
れ
た
後
は
本
町

に
居
住
が
可
能
な
人

第
１
次
試
験
　
高
校
卒
業
程
度
の
一
般

的
知
識
・
知
能
に
つ
い
て
の
筆
記

試
験

第
２
次
試
験
　
口
述
、
作
文
、
適
性
、

身
体
検
査
（
１
次
試
験
合
格
者
に

対
し
て
の
み
実
施
）

試
験
日
・
場
所

〔
第
１
次
試
験
〕
９
月
１９
日
　
　
秋
田

経
済
法
科
大
学

〔
第
２
次
試
験
〕
第
１
次
試
験
合
格
者

に
通
知

申
込
手
続
き
　
申
込
用
紙
を
役
場
総
務

課
行
政
係
に
直
接
請
求
（
代
理
人

も
可
）、
ま
た
は
郵
便
で
請
求
（
封

筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て

先
を
明
記
し
て
１
２
０
円
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
封
筒
「
Ａ
４
封
筒
」

を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
）
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
ら
同
課
に
直

接
持
参
す
る
か
、
郵
便
に
よ
る
場

合
は
封
筒
の
表
面
に
「
職
員
採
用

試
験
申
し
込
み
」
と
朱
書
き
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
４
日
　
〜
２５
日
　

（
土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
）
郵
送
の
場
合
、

８
月
２５
日
午
後
５
時
ま
で
到
着
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

合
格
発
表
　
第
１
次
試
験
の
合
格
者
は

１０
月
中
旬
、
最
終
合
格
者
は
１１
月

中
旬
ま
で
に
役
場
前
の
掲
示
場
に

掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
総
務
課
行
政
係

（
☎
４３
―
７
５
０
７
）

試
験
区
分
　
初
級
消
防
吏
員

採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
５４
年
４
月
２
日
か
ら

同
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

第
１
次
・
第
２
次
試
験
・
試
験
日
・

場
所
　
町
職
員
試
験
と
同
様

受
付
期
間
　
８
月
４
日
　
〜
２５
日
　

（
土
・
日
を
除
く
）
午
後
４
時
３０

分
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
　
申
込
手
続
き
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
仁
賀
保
地
区
消
防

本
部
総
務
課
（
☎
３８
―
２
３
１
１
）

へ
こ
れ
ま
で
は
、
敬
老
会
の
対
象
年
齢

は
７０
歳
お
よ
び
７５
歳
以
上
の
方
で
し
た

が
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
等
に
よ
り
、

対
象
者
年
齢
を
見
直
し
、
７５
歳
以
上
の

方
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
の
「
敬
老
の
つ
ど
い
」

は
昨
年
同
様
、
象
潟
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
を
会
場
に
、
９
月
１５
日
　
・
１６
日
　

の
両
日
に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。
詳
し

い
ご
案
内
は
、
各
地
区
の
協
力
員
が
配

布
し
ま
す
。

な
お
本
年
、
金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫

婦
（
昭
和
３０
年
中
に
婚
姻
）
に
、
１６
日

の
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
に
合
わ
せ
て
、

祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
方
は
、
８
月
２０
日
　
ま
で
福
祉

課
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

建
石
団
地
　
１
戸
（
Ｓ
６０
年
築
／
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
／
３
階
）

松
ケ
丘
団
地
　
２
戸
（
Ｈ
７
年
築
／
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
２
階
、
Ｈ
１０
年
築
／
１

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
２
階
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
８
月
１３

日
　
ま
で
町
建
設
課
管
理
係
（
☎

４３
―
７
５
０
９
）
へ

▼
幼
児
健
診

受
付
　
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
３
歳
児
健
診

期
日
　
８
月
１７
日
　

対
象
　
平
成
１３
年
５
月
〜
７
月
生
ま
れ

▽
１
歳
６
カ
月
児
健
診

期
日
　
８
月
１８
日
　

対
象
　
平
成
１４
年
１１
月
〜
１５
年
１
月
生

ま
れ

▽
４
歳
児
健
診

期
日
　
８
月
２０
日
　

対
象
　
平
成
１２
年
５
月
〜
７
月
生
ま
れ

※
５
月
の
健
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

幼
児
は
、
今
回
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
８
０
２
０
（
８０
歳
以
上
で
歯
が

２０
本
以
上
あ
る
）
お
年
寄
り
を

募
集
・
表
彰
し
ま
す

対
象
　
大
正
１３
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま

れ
で
、
現
在
自
分
の
歯
が
２０
本
以

上
あ
る
人

応
募
期
限
　
８
月
２５
日
　

応
募
先
　
か
ん
ざ
か
歯
科
医
院
（
☎
３２

―
５
５
６
６
）
へ
申
し
込
み
、
口

腔
内
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
県
由
利
地
域
振

興
局
福
祉
環
境
部
健
康
増
進
班

（
☎
２２
―
４
１
２
２
）

本
町
の
歴
史
や
文
化
・
自
然
を
題
材

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
で
一
緒

に
創
り
あ
げ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
２８
日
　

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
象
潟
町
民
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

※
当
日
は
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
の

管
理
・
経
営
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
、
提
言
や
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
、
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
　
本
荘
市
由
利
郡
内
に
居
住
し
、

国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人

締
め
切
り
　
８
月
１３
日
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
森

林
管
理
署
（
☎
２２
―
１
０
７
６
）

日
時
　
８
月
１９
日
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
町
公
民
館

相
談
担
当
者
　
司
法
書
士

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務
局
総

務
課
（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６

５
３
１
）

８
月
８
日
は
「
屋
根
の
日
」
で
す
。

日
ご
ろ
の
地
域
に
対
す
る
感
謝
と
社
会

奉
仕
の
た
め
、
次
の
と
お
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
家

庭
で
瓦
屋
根
の
住
宅

内
容
　
瓦
屋
根
の
無
料
診
断
、
雨
樋
や

屋
根
の
清
掃

作
業
日
　
８
月
８
日
　
（
希
望
者
多
数

の
場
合
は
延
長
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
８
月
６

日
　
ま
で
、
金
子
か
わ
ら
（
☎
０

１
２
０
―
２
０
３
―
７
０
５
）

防
衛
庁
で
は
来
春
高
校
・
大
学
等
を

卒
業
す
る
生
徒
お
よ
び
地
域
の
方
を
対

象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
１９
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

会
場
　
仁
賀
保
町
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
募
集
事
務
所

（
☎
２２
―
３
４
７
９
）

◆「仁賀保夏祭り２００４」
日時　８月１５日（日）　午後１時～

場所　しおかぜ公園

問い合わせ先　仁賀保町観光協会

　　（☎３２―３０３８）

◆「西目町花火大会」 
日時　８月１４日（金）　午後７時～

メーン会場　西目町役場職員駐車場

問い合わせ先　西目町商工会

　　（☎３３―２０２３）

◆「岩城ふれあい港まつり」
日時　８月２８日（土）　

　　　午後１時～６時

場所　道の駅「岩城」ふれあい交流

　広場

問い合わせ先　岩城町観光協会

　　　（☎７３―２０１４）　　

◆「由利高原まつり２００４」
日時　８月７日（土）　

　　　午前１０時３０分～午後８時５０分

場所　南由利原高原青少年旅行村

問い合わせ先　由利町企画商工課

　　　（☎５３―２１１５）

◆「第３１回『鳥海獅子まつり』」
日時　８月１６日（月）

　　　午後５時３０分～９時３０分

場所　鳥海町健康広場特設ステージ

問い合わせ先　鳥海町公民館教育委

員会社会教育課（☎５７―２８８１）

◆「第１９回大内サマーフェスティバル」
日時　８月１５日（日）　午後５時～

場所　大内町役場前駐車場特設会場

問い合わせ先　商工会大内支所

　　　（☎６５―２２１８）

◆「第１９回菖蒲カーニバル２００４」
日時　８月６日（金）　午後４時～

場所　本荘駅前通り

問い合わせ先　本荘市商工観光課

　　　（☎２４―６３２３）

◆「第５４回本荘川まつり花火大会」
日時　８月７日（土）　午後７時３０分～

場所　友水公園（アクアパル前河川敷）

問い合わせ先　本荘市商工観光課

　　

矢島町

金浦町

東由利町

1415

肺がん・大腸がん検診日程

結核検診日程

６／１６（水）

６／２２（火）

６／２３（水）

６／２４（木）

６／２５（金）

６／２９（火）

６／３０（水）

１０：００～１１：００　中橋自彊会館
１３：１０～１４：００　小浜唐ヶ崎会館
１４：３０～１５：００　建石団地集会所

１０：００～１１：３０　
象潟町公会堂

１３：３０～１４：３０　

１０：００～１０：３０　下荒屋会館
１１：００～１１：４０　上荒屋会館
１３：３０～１５：００　町保健センター

１０：００～１１：３０　汐見会館
１３：３０～１５：００　鳥の海会館

１０：００～１１：３０　公民館小砂川分館
１３：３０～１４：３０　上浜構造改善センター
１４：５０～１５：３０　大須郷村づくりセンター

１０：００～１０：４０　関生活改善センター
１１：１０～１１：３０　大森生活総合センター
１３：１０～１４：１０　上郷生活改善センター
１４：４０～１５：１０　横岡会館

１０：００～１０：４０　公民館長岡分館
１１：００～１１：３０　鶴泉荘
１３：１５～１３：３０　本郷地区コミュニティセンター

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

６／１７（木） 町保健センター
１０：００～１１：３０
１３：３０～１５：００

，

西
施
の
ふ
る
里
訪
中
団
員
を
募
集

第
１４
回
西
施
の
ふ
る
里
訪
中
団
の
旅
行
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。
本
町
と

友
好
関
係
に
あ
る
浙
江
省
諸
曁
市
を
訪
れ
、
親
ぼ
く
を
深
め
る
こ
と
が
目
的

で
す
が
、
毎
回
国
賓
待
遇
で
歓
迎
さ
れ
楽
し
い
交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
日
本
人
の
憧
れ
の
地
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
「
敦
煌
・
西
安
」
を
じ
っ
く

り
観
光
す
る
コ
ー
ス
も
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
の
推
進
は
民
間
交

流
か
ら
。
肩
ひ
じ
張
ら
な
い
姉
妹
都
市
と
の
交
流
へ
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

旅
行
企
画
　
象
潟
町
日
中
友
好
協
会

訪

問

先
　
諸
曁
、
西
安
、
敦
煌
、
杭
州
、
上
海

日
　
　
程
　
１０
月
１３
日
（水）
〜
１０
月
２０
日
（水）

旅
行
代
金
　
２
７
４
　
０
０
０
円
（
新
潟
空
港
出
発
。
新
潟
空
港
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
交
通
費
は
別
途
）

募
集
人
員
　
３０
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
　
９
月
１３
日
（月）
ま
で
、
町
日
中
友
好
協
会
事
務
局
　
佐
藤
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
４３
―
２
３
９
４
）
へ

同センターの大規模改修工事を行うため、次の期間休館いたし

ます。ご利用の皆さまにはご不便をお掛けしますが、ご理解とご

協力をお願いします。

　　工事期間（予定）　８月３１日（火）～９月３０日（木）

　　問い合わせ先

　　　〈休館前〉町Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎４３―６４９０）

　　　〈休館中〉町民体育館（☎３３―８８５５）

※８月１６日（月）の花火大会当日の営業は午後５時で終了です。

　（順延の場合も同じ）

７月１７日の大雨により、土砂崩れが発生

しました。県道象潟矢島線の一部（中島台レ

クリエーションの森～矢島町駒の王子）が当

分の間、全面通行止めになります。

ご利用の皆さまにはご不便をお掛けします

が、ご理解とご協力をお願いします。

　問い合わせ先　県由利地域振興局建設部

　　　企画道路課（☎２２―５４３８）

８月は『道路ふれあい月間』です。
　８月１０日の「道の日」に、道の駅象潟「ねむの丘」で

　イベントを開催します。

（日）

（日）

（火）（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

（木）

（木）

（木）

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

（土）


